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前列中央寒雉氏
　

例会は隔月（偶数月）第２金曜日です
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秋季金沢研修旅行

釡師・宮崎寒雉氏訪問

一
〇
月
二
九
日
、
恒
例
の
研
修
旅

行
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
年
は
、
朝

日
観
音
梵
鐘
の
製
作
者
の
子
孫
で
あ

る
第
一
四
代
宮
崎
寒
雉
氏
の
工
房

（
金
沢
市
彦
三
町
）
を
メ
イ
ン
に
、

小
松
市
の
安
宅
関
を
会
員
八
名
が
訪

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
時
折
雨
が
降
り
、
ま
た

金
沢
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
て
交
通

規
制
が
行
わ
れ
る
中
を
一
〇
時
過
ぎ

に
到
着
し
ま
し
た
。
宮
崎
宅
で
は
お

茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
利
用
し
て
、
茶
釜
製
作
の

工
程
や
実
際
の
工
房
の
設
備
等
の
ご

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内

容
は
次
の
よ
う
で
す
。

①
も
と
も
と
の
先
祖
は
能
登
で
鋳
物

業
を
営
ん
で
い
た
が
、
天
正
年
間

（
一
五
七
三
～
）
に
金
沢
に
出
て
、

前
田
家
に
仕
え
、
後
に
御
用
釜
師
と

な
っ
た
。

②
朝
日
観
音
の
梵
鐘
は
、
貞
享
三
年

（
一
六
八
六
）
に
二
代
寒
雉
に
よ
り

製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
以
後
三
代
以

降
の
寒
雉
は
梵
鐘
な
ど
は
製
作
せ
ず
、

茶
釜
な
ど
の
製
作
を
続
け
て
き
た
。

③
明
治
以
後
に
お
い
て
も
、
宮
崎
家

が
代
々
続
い
て
の
も
、
武
具
等
を
製

造
せ
ず
、
平
和
的
な
茶
道
具
に
携

わ
っ
て
き
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
。

④
現
在
で
も
、
手
仕
事
が
中
心
で
あ

る
が
、
燃
料
は
備
長
炭
（
高
温
を
発

熱
し
、
灰
も
出
な
い
す
ぐ
れ
も
の
で

あ
る
｝
か
ら
、
ガ
ス
に
転
換
し
た
が

街
中
で
の
燃
焼
に
つ
い
て
、
金
沢
市

民
の
伝
統
文
化
に
対
す
る
理
解
が
あ

る
。

⑤
茶
釜
の
製
作
に
あ
た
っ
て
は
、
型

枠
を
使
用
す
る
が
、
微
妙
な
熱
調
整

と
か
細
工
加
減
に
よ
り
ち
が
っ
た
味

わ
い
の
あ
る
も
の
が
で
き
あ
が
る
。

一
個
の
茶
釜
が
出
来
上
が
る
ま
で
、

約
一
ヵ
月
を
要
す
る
。

午
後
は
、
幸
若
舞
曲
に
も
あ
る

「
勧
進
帳
」
の
舞
台
で
あ
る
安
宅
関

を
見
学
し
ま
し
た
。
安
宅
住
吉
神
社

に
参
拝
し
、
勧
進
帳
も
の
が
た
り
館

を
楽
し
み
ま
し
た
。

朝日観音の梵鐘はかって丸

岡町にあった不動院の梵鐘と

して、住持快秀が願主となり、

貞享三年に二代寒雉（かん

ち）により鋳造された。その

後、幸若家にわたり、元禄五

年（１６９２）幸若直良によ

り朝日観音に寄進されたもの

である。

第
一
四
代
寒
雉
氏
と
工
房
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幸若かわら版はe-とこ朝日ホームページにも掲載されています　https://asahi-area-c.net/

幸若歴史愛好会開催

歴
史
愛
好
会
九
月
例
会
は
、
二
二
日
会

員
一
〇
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
傍
系
か
ら
の
継
体
天
皇

の
即
位
に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
有
力
豪
族

の
多
く
の
支
援
が
あ
っ
て
実
現
し
た
と
い

う
こ
と
が
、
残
さ
れ
た
古
墳
規
模
な
ど
を

踏
ま
え
て
、
青
木
講
師
か
ら
説
明
な
さ
れ

た
。今

回
の
例
会
で
は
、
即
位
後
の
権
力
の

維
持
、
治
績
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
の
講
義
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
主
な
こ

と
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
前
帝
武
烈
天
皇
の
妹
を
后
に
迎
え
、
皇

統
の
正
当
性
を
強
化
し
た
。
（
越
前
の
豪

族
か
ら
も
二
人
の
娘
を
妃
と
し
た
）

②
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
皇
位
継
承
を
め
ぐ

る
争
い
を
避
け
る
た
め
、
大
兄
制
度
（
皇

太
子
制
度
の
前
身
）
を
創
設
し
た
。

③
半
島
と
の
交
流
、
任
那
の
百
済
へ
の
一

部
割
譲
と
百
済
を
通
じ
て
の
五
経
博
士
の

受
け
入
れ
な
ど
海
外
情
報
の
取
得

④
近
江
毛
野
の
新
羅
攻
め
に
際
し
、
新
羅

と
結
ん
で
起
こ
し
た
筑
紫
国
造
磐
井
の
反

乱
を
鎮
定
し
、
こ
れ
を
機
会
に
中
央
集
権

を
強
化
し
た
。

⑤
大
和
朝
廷
の
直
轄
地
・
屯
倉
（
み
や

け
）
国
造
の
任
命

⑥
河
内
で
の
即
位
後
、
数
回
の
遷
都
を
重

ね
、
権
力
を
強
化
、
二
〇
年
後
に
大
和
入

り
を
果
た
し
た
。

一
〇
月
例
会
は
、
二
七
日
会
員
六
名
の
参

加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
の
計
画

で
は
、
朝
日
山
古
墳
群
を
現
地
視
察
し
な
が

ら
、
ご
説
明
を
受
け
る
予
定
で
し
た
が
、
当

日
あ
い
に
く
雨
模
様
で
あ
っ
た
た
め
、
通
常

通
り
町
図
書
館
会
議
室
で
の
開
催
と
な
り
、

古
墳
様
式
な
ど
詳
細
な
講
義
を
青
木
講
師
よ

り
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

①
古
墳
の
設
け
ら
れ
た
場
所
は
、
地
域
の
水

田
農
業
の
要
で
あ
る
用
水
取
水
堰
の
周
辺
で

あ
る
。
 
②
す
な
わ
ち
、
河
川
が
山
地
部
か

ら
平
野
部
に
流
れ
出
る
位
置
（
扇
状
地
）
で

あ
る
。
こ
の
地
が
付
近
一
帯
の
用
水
管
理
を

行
う
と
と
も
に
、
争
い
の
戦
略
上
の
位
置
と

な
り
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
権
威
を
示
す
こ
と

に
も
な
っ
た
。

③
同
じ
前
方
後
円
墳
で
も
そ
の
規
模
や
形
状

に
時
代
と
も
に
変
化
が
あ
る
。
前
期
四
世
紀

崇
神
王
朝
、
中
期
五
世
紀
応
神
王
朝
、
後
期

六
世
紀
継
体
王
朝
に
区
分
さ
れ
る
。

④
こ
の
意
味
か
ら
い
え
ば
、
経
ヶ
塚
古
墳
群

は
朝
日
山
古
墳
群
よ
り
も
古
い
こ
と
が
わ
か

る
。

⑤
古
墳
規
模
の
秩
序
に
関
し
て
は
、
当
時
の

大
和
朝
廷
に
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
見

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
回
一
一
月
二
四
日
の
愛
好
会
は
町
図
書

館
の
事
情
に
よ
り
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
の
開
催
と
な
り
、
再
度
朝
日
山
古
墳

群
の
現
地
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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幸若歴史愛好会は毎月第４かまたは最終金曜日開催です

幸若アラカルト

劔神社社務所跡発掘調査 令和５年９月～

城戸会員ら参加

劔神社観月の夕べ ９月３０日

幸若舞奉納

白山神社秋季例大祭 ９月２３日

幸若舞奉納
街角美術館 10月11日～10月30日

町生涯学習センターロビー

当面の主な予定
１１月３～４日 朝日地区総合文化祭（町生涯学習センター）

１１月２４日（金）幸若歴史愛好会（町生涯学習センター集合）

朝日山古墳群現地調査

１２月 ２日（土）幸若忘年会（４面参照）

例年行っていた福岡県みやま市の大頭流幸若舞の視察研修は本年度は

休止します。

郡上八幡青山家お茶会からご招待
さる７月、郡上青山葉菊会の訪問を受け受けましたが（かわら版４４号）、同会か

ら「青山家伝来架鷹図屏風御披露目茶会」へのご招待が当会にありました。下記によ

り開催されますが、参加ご希望の方は、当会でまとまって訪れる予定ですので橋本会

員（090-7746-8689）に１１月５日までにご連絡ください。

記

１ 開催日時 令和５年１１月２３日（祝・木）

午前１１時３０分～

２ 会 場 大乗寺（岐阜県郡上市八幡町向山）
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（１３／１６） （１４／１６） （１５／１６） （１６／１６）

　
福井新聞９月２２日記事

七房橋架け替え工事中 勧進帳ものがたり館

語り部の会は隔月（奇数月）第２金曜日です

新紙芝居ＤＶＤ版が完成

忘年会参加者募集

コロナ禍により中止が続いていましたが、

本年は下記要領により開催します。今回は、

話題提供者に郷土作家の千葉亮さん(当会会

員)をお迎えして、楽しい集まりとします。

記

１ 日 時 １２月２日（土）午後４時

２ 会 場 朝寿殿和室

３ 会 費 １，０００円／人

４ 参加申し込み 〆切 11月25日

橋本会員090-7746-8689

月田会員090-2127-7856まで

新
し
い
紙
芝
居
の
制
作
が
先
ご

ろ
完
了
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
そ

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
の
編
集
・
製
作
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
般
完
成

し
ま
し
た
。

全
体
で
約
二
〇
分
を
要
し
ま
す

が
、
前
編
・
後
編
の
約
一
〇
分
に

分
け
て
の
上
映
も
可
能
で
す
。
ま

た
ビ
デ
オ
用
と
パ
ソ
コ
ン
用
の
二

種
類
が
あ
り
、
使
用
す
る
機
器
に

応
じ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

短
時
間
で
終
了
し
ま
す
の
で
、

会
議
打
ち
合
わ
せ
の
開
始
時
刻
前

と
か
休
憩
時
間
に
で
も
、
活
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
本
会
の
事
務
局
や
朝

日
コ
ミ
セ
ン
で
保
管
し
て
お
り
ま

す
の
で
貸
し
出
し
い
た
し
ま
す
。


